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上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

表紙・図面リスト
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現況図・既存塀解体図Ａ -０ ９

Ａ -１ ０

新設・ 改修塀平面詳細図（ １ ）

新設・ 改修塀平面詳細図（ ２ ）

サウンディング柱状図

仮設計画図

Ａ -１ ５

Ａ -１ ４

Ａ -１ ３

Ａ -１ ２

Ａ -１ １ 配置図（申請敷地）

Ａ-１７

令和７ 年　 ３ 月

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

特記仕様書（６）

木質構造特記仕様書（１）

木質構造特記仕様書（２）

新設塀配置図・付近見取図

既存塀・新設塀詳細図

既存塀及び冠木門関連図



・図示による（　　　　　　）　　

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

安 達   勝  美 N.S.

・図示による(　　　　　　)　　

報告書の記載事項

・地盤の載荷試験（平板載荷試験）

・図示による(　　　　　　)　　

試験の位置、載荷荷重

・地盤工学会基準　JGS 1521による　　

載荷試験の方法

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)

位置等　

・行わない

・行う

試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・直接基礎

・図示による(　　　　　　)　　

・杭基礎

(3.2.1)(4.2.4)(4.3.4)(4.3.5)(4.4.4)(4.5.5)(4.5.6)・支持地盤等
4

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

5.工事範囲

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

1.工事場所

4.指定部分　　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

工事特記仕様書

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、

Ⅱ.建築工事仕様

    「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書のうち、○を付けたものを適用する。

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

○

○

4) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。○

○ ○

□Ｇ

・ 足場等

・A種　適用場所（　　　　　　）　

・B種　適用場所（　　　　　　）　

・C種　適用場所（　　　　　　）　土質（　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　）　

(2.2.4)

特　　記　　事　　項

・ 材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

 (1.4.2)

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

 (1.4.1)

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　 る。

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　）

・D種  適用場所（    　　　　）

・材料（　　　　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　　　）

1

章

・ 適用区分

2

・ 埋戻し及び盛土

材料及び工法

※標準仕様書表3.2.1による

種別

(3.2.3)
3

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする）

床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

既調合モルタル(タイル工事用)、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、

クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構（手動開き式）、重量シャッター、軽量

シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、

床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメントモルタル、

鋳鉄製ふた

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の

「（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

ドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

種類地業

・ 既製コンクリート杭 (4.2.2)(4.3.1)(4.3.3)～(4.3.6)(4.3.8)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490

杭径

杭先端部形状　　

杭の種類、性能及び曲げ強度等による区分（種別）、寸法、継手の箇所数等 

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支

工法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

試験杭の位置　　

試験杭

杭周固定液　　

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・セメントミルク工法

掘削深さ

・図示による(　　　　　　)　　

杭の支持層への根入れ長さ

杭の継手の工法　　

・機械式継手 （継手部に接続金具を用いた方式のもの）

杭頭の処理等　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

工法

建込み時の杭の鉛直度 　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　

・1/100以内　　

・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　

・処理しない

・アーク溶接継手　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・使用する　　・使用しない

・

・図示による(　　　　　　)　　

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

・図示による(　　　　　　)　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

建込み時の杭の鉛直度 　　　

※評定等の評価内容による 

※評定等の評価内容による 

試験杭の位置　　

試験杭

・図示による(　　　　　　)　　

工法

(mm) 持力(kN/本)

上杭

2
ｾｯﾄ数

厚さ

(mm)

溶接材料　　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　

継手数
種類 コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(mm)

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

※評定等を受けた工法

・図示による(　　　　　　)　　

杭の支持層への根入れ長さ 

※評定等の評価内容による 

種別

杭施工に伴う発生汚泥の処理　　

・場内で固化処理した後に搬出　　・　　

・ 鋼杭地業

鋼杭の材料

・

杭の種類、寸法、継手等 

(4.2.2)(4.4.3)～(4.4.6)

特定埋込杭工法

形状　　

試験杭の位置　　

試験杭

杭の継手の工法　　

・アーク溶接継手 

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

建込み時の杭の鉛直度 　　

※評定等の評価内容による 

※評定等の評価内容による 

・JIS A 5525による　・　

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

・図示による(　　　　　　)　　

工法

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭径

(mm)
ｾｯﾄ数

板厚

(mm)
継手数

杭長

(mm)

杭の支持層への根入れ長さ 

※評定等の評価内容による 

・機械式継手 

・試験杭(　　　)箇所及び本杭(　　　)箇所　　

測定箇所

試験杭の位置　

孔壁の保持状況（孔壁測定）

試験杭

溶接材料　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

帯筋の加工及び組立 　　

コンクリート杭地業

・ 場所打ち

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　　

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

工法

(4.2.2)(4.5.1)(4.5.4)～(4.5.6)

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・評定等の評価内容による 　　

併用する工法

工法

建込み時の杭の鉛直度 　　

・1/100以内　　・評定等の評価内容による　　

・

寸法等

杭頭の処理等　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・処理しない

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

本　杭

試験杭

軸径

(mm)

拡底径

(mm)
備　考

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・SD295

・SD345

・

鉄筋の種類

備　考

備　考
長期設計支持力

ｾｯﾄ数
杭長

(mm)

・

（kN/本）       

※評定等を受けた工法

鋼管巻き材料　　

・SKK400　　・SKK490　　

・

杭の支持層への根入れ長さ 

・図示による(　　　　　　)　　

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

※重ね継手

・

重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　　）　　

主筋の基礎底盤への定着長さ

・図示による(　　　　　　)　　

・ 砂利地業

材料

厚さ　　

厚さ　　

設計基準強度　　

スランプ　　

・ 床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

材料

・捨コンクリート地業

範囲

範囲

※高炉セメントB種　　　　　　 

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

構造体強度補正値

・A種　　・B種　　・評定等の評価内容による 

※50㎜　　・　

※18N/㎜　　

※15㎝又は18㎝　　・　　

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　

セメントの種類　　

・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下 

範囲

・図示による(　　　　　　)　　

・・ 地盤改良工法 種類及び施工方法等

2

スランプ

・18cm　 ・21cm 

・

(4.6.2)(4.6.3)

砂利　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石

(4.6.4)

(4.6.2)(4.6.5)

・3N/mm2　・評定等の評価内容による 

Ｇ

Ｇ

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版」（以下

　　・建築物解体工事共通仕様書（最新版）

21

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（ Ｅ－０３ ）図、機械設備工事の特記仕様書は（ Ｍ－０３ ）図による。

風速（Vo=　30　m/s）

管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也 Ａ－０ １

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

2024-116

特記仕様書（ １ ）

令和７ 年　 　 ３ 月

設計年月

山形県県土整備部建築住宅課営繕室制定の「営繕工事共通特記仕様書

    「営繕工事共通特記仕様書」https://www.pref.yamagata.jp/180025kurashi/sumai/eizen/kojihome.html

    （最新版）」及び

　　・公共建築工事標準単価積算基準（最新版）

　　・公共建築数量積算基準（最新版）

　　・山形県電子納品取扱要領（最新版）

　　・山形県建築工事写真撮影要領（最新版）

※60㎜　　・ 250㎜　

各
章
共
通
事
項

Ａ . 建築工事　 　 1式

・ 建築工事標準詳細図（ 最新版） （ 以下「 標準詳細図」 という。）

仮
設
工
事

土
工
事

地
業
工
事

・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下　　・ 図示による（Ａ－１２） 

・図示による(Ａ－１２)

山形県米沢市丸の内一丁目35-11　他



・ アンカーボルト

・ ガス圧接継手 

 S-01による

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

N.S.管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤  智  也

形状等 品質の確認 ・ 混和材料 (6.3.1) ・ＭＣＲ工法用シート・置換コンクリート地業

（ラップルコンクリート ・図示による（　　　　　　）　　 ※評定等の評価内容による ・混和剤 適用箇所
地業） 支持地盤 検査 混和剤の種類 ・図示による（　　　　　　）　　

・図示による（　　　　　　）　　 ※評定等の評価内容による ※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　 打増し厚さ　・20㎜　　

型枠使用の有無 施工完了後の継手部の試験 ・混和材 打増し範囲　・図示による（　　　　　　）　　

・無し ・外観試験 混和材の種類 スリーブの材種・規格等

・有り　型枠の使用箇所等は図示による（　　　　　　） 試験対象 ※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　 ・図示による（　　　　　）　

※全数

試験項目 ・ 寒中コンクリート (6.11.1)(6.11.2) ・ 床型枠用鋼製デッキ 床型枠用鋼製デッキプレートを使用する場合は、プレートが支持される梁の側面については、5
  プレートの梁側面の 打増しを行うこと。・ 鉄筋 (5.2.1) ・評定等の評価内容による　　 適用期間
  打増し処理鉄筋の種類等 試験方法 ・図示による(　　　　　　)　　 コンクリートの打増し厚さ

・評定等の評価内容による　　 構造体強度補正値 ※ 10㎜ 　 　
種類の記号 呼 び 径 (㎜) 備　考

・超音波測定試験 ・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による 施工範囲
・SD295

試験対象 ・積算温度による ※図示による（　　　　　）　　
・SD345

・抜取り
・

ロット ・ 暑中コンクリート (6.12.2) ・ コンクリートの (6.5.1)
・

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。 構造体強度補正値 単位水量測定 実施要領　
2

・ ※ 6N/mm　　 ※図示による（構造関係共通図（構造関係共通事項））　

・ 溶接金網 (5.2.2) 試験の箇所数

鉄線の形状等 1ロットに対して（　　　　　　）箇所 ・ マスコンクリート (6.13.1)(6.13.2)

・全数 適用箇所 ・ 鉄骨製作工場 (7.1.3)
種　類 種類の記号 鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使 用 部 位 7

試験項目 ・図示による(　　　　　　)　　 鉄骨製作工場の加工能力
・溶接金網

※挿入長さ セメントの種類 ※建築基準法         　に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作第68条の25
・鉄筋格子

試験方法 ・普通ポルトランドセメント 　工場又は同等以上の能力のある工場

※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び ・中庸熱ポルトランドセメント (　　　)グレード以上

・ 鉄筋の継手 (5.3.4)(5.5.3)(5.6.3) 　判定基準）による ・低熱ポルトランドセメント ・監督職員の承諾する工場

鉄筋の継手の方法等 不合格となった場合の措置 ・高炉セメントB種 Ｇ

・ ・フライアッシュセメントB種 Ｇ部　 位 継 手 の 方 法 呼 び 径 (㎜)
・シリカセメント ・ 鉄骨製作工場における (7.1.4)

・ガス圧接　　・機械式継手
柱、梁の主筋 ・ 　 施工管理技術者 ※配置する

・溶接継手　　・重ね継手
・ 溶接継手  (5.6.3)(5.6.5) 混和材料

耐力壁の鉄筋 ・重ね継手　　
適用箇所 ・混和剤

・重ね継手　　
・図示による(　　　　　　)　　 混和剤の種類 ・ 鋼材 (7.2.1)(7.2.10)

継手位置 H12建告第1463号に適合する性能　 ※標準仕様書 6.13.2(2)(ｱ)による　　 種類等

・ A級 　 　 ・混和材・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）　　 種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規  格
・ 溶接継手の工法 混和材の種類

・JISによる　
柱及び梁主筋の重ね継手の長さ ・図示による(　　　　　　)　　 ※標準仕様書 6.13.2(2)(ｲ)による　　

・JISによる　
鉄筋相互のあき スランプ・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　 ・JISによる　

耐力壁の重ね継手の長さ ・標準仕様書5.3.5(4)による ※ 15㎝ 　 　
・JISによる　

・評定等の評価内容による 構造体強度補正値・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　 ・JISによる　
・図示による(　　　　　　) ※標準仕様書表6.13.1による　　

施工完了後の溶接部の試験

・ 鉄筋の定着 (5.3.4) ・外観試験 ・ 無筋コンクリート ・ 高力ボルト (7.2.2)(7.3.2)(7.4.2)(6.14.1)

鉄筋の定着長さ 試験対象 コンクリートの種類 高力ボルトの種類

※全数 ※普通コンクリート　　　 ・トルシア形高力ボルト　　・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(b)）　　

機械式定着工法 試験項目 セメントの種類 ・JIS形高力ボルト

・適用する ・評定等の評価内容による　　 ※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は ・

試験方法 フライアッシュセメントA種 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等適用箇所

・図示による（　　　　　　）　　 ・評定等の評価内容による　　 ・高炉セメントB種 ・図示による（　　　　　　）　　Ｇ

種類 ・超音波探傷試験 ・フライアッシュセメントB種 摩擦面の処理方法Ｇ

・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定 試験対象 設計基準強度　　 ・標準仕様書7.4.2(1)による
　2

・篏合グラウト固定　　 ・抜取り ※18N/㎜　　 ・

工法 ロット スランプ ・すべり試験の実施

※第三者機関の評定等を取得している工法とする ・1組の作業班が1日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度とする。 ※15㎝又は18㎝　　 ・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

必要定着長さ ・ 適用箇所　　 　すべり試験を実施する場合、標準仕様書7.4.2(1)(ｲ)による摩擦面の確認は、本試験で作成

※評定等の評価内容による 試験の箇所数 ※標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による　　 　した対比試験片で行うこと。

補強筋形状 1ロットに対して（　　　　　　）箇所

※評定等の評価内容による ・全数 ・ 流動化コンクリート (6.15.1) ・ 普通ボルト (7.2.3)(7.3.2)(7.3.8)

かぶり厚さ 試験項目 適用箇所　 ボルト及びナットの材料

※評定等の評価内容による ※内部欠陥の検出 ・図示による(　　　　　　) 　 ・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

品質確認 試験方法 ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

※評定等の評価内容による ※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準） ・ 打継ぎの位置、 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3) ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする。

ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、検査 　による ひび割れ誘発目地、 打継ぎの位置

※評定等の評価内容による 不合格となった場合の措置 打継目地 ※標準仕様書6.6.4(1)による　　　　・図示による(　　　　　　)　　 　　 ボルトの径の値以下とする。

・ 目地寸法 ナットの規格は、JIS B 1181とする。

ナットの種類は、六角ナット－Cとし、材料は鋼とする。※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)による　　・図示による(　　　　　　)　　

・鉄筋のかぶり厚さ (5.3.5) ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法 ・6
及び間隔 最小かぶり厚さ ・ コンクリートの種類 (6.2.1) ・図示による(　　　　　　) 　 座金

(溶接金網を含む) コンクリートの類別　　 ※JIS B 1256による　　・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）4.1表4.1）　　

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート） ・ 構造体コンクリートの (6.2.5) ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等軽量コンクリートを適用する場合

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート) 　 仕上り 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ ・図示による（　　　　　　）　　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　 種　別 適 用 箇 所
・ コンクリートの (6.2.1)～(6.2.4)(6.3.2)(6.10.1)(6.10.2) ※ねじの呼び径+1.0mm　　耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれのある部分等） ・A種

気乾単位容積質量に ・普通コンクリート・あり　適用箇所(　　　　　　　　　) ・B種
よる種類及び強度等 ・ 溶融亜鉛めっき (7.3.2)(7.4.2)(7.12.5)・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　 設計基準強度 スランプ 気乾単位容積質量 ・C種

適 用 箇 所2 3 高力ボルト ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
 (N/㎜ ) (cm) (t/m )

・図示による（　　　　　　）　　コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）・24 ※標準仕様書
・ 各部配筋 (5.3.7) 摩擦面の処理方法　表6.2.2による 種　別 適 用 箇 所

各部配筋 ・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)
・a種 　化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り、

・りん酸塩処理・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図））　　   接着剤による陶磁器質タイル張り
・

・b種 　仕上塗材塗り
構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による　　　 ・すべり試験の実施

・c種 　セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り、モルタル塗り、胴縁下地
(5.4.10) ・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

圧接完了後の圧接部の試験 ・軽量コンクリート 　すべり試験を実施する場合、標準仕様書7.12.5(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

※超音波探傷試験　 　本試験で作成した対比試験片で行うこと。
設計基準強度 スランプ 気乾単位容積質量 種　別 適 用 箇 所

種類 適 用 箇 所2 3・引張試験
 (N/㎜ ) (cm) (t/m ) ・a種 　合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート直均し仕上げ、

試験方法等　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による　　 (7.2.4)(7.3.2)   フリーアクセスフロア（置敷式）・ ※ 2 1　 ・ ・1種　・2種
・構造用アンカーボルト

・ ・ ・ ・b種 　カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り
種類

・c種 　タイル張り、モルタル塗り、二重床
・ 機械式継手 (5.5.3)(5.5.5) ・ABR400　　・ABR490　　

適用箇所 構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による　　　 ・建方用アンカーボルト

・図示による（　　　　　　）　　 ・ 打増し厚さ (6.8.1) 種類

H12建告第1463号に適合する性能　 ・ セメント (打放し仕上げ部) ・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る) ・ SS400　　 (6.3.1)

・ A級 　 　 ・ 20㎜ 　 　 アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度種　類

種類 ・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る) ※標準仕様書 表7.2.3による　　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・ねじ式鉄筋継手 　フライアッシュセメントA種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された ・10㎜　　・20mm　　 ・標準仕様書7.2.4以外のアンカーボルト

充填方式 適用箇所　規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする）

・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　 ・ 型枠 (6.8.2) ・図示による（　　　　　　）　　　適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

・端部ねじ加工継手 せき板の材料及び厚さ 種類・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　　)Ｇ

・モルタル充填式継手 ・合板(※12mm　　・　　　)　　　　　・　 ・SS400　　 Ｇ・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　　)Ｇ

・ ・断熱材を兼用した型枠材・ アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

工法 ・ 骨材 (6.3.1) 使用箇所 ※標準仕様書 表7.2.3による　　

※第三者機関の評定等を取得している工法 アルカリシリカ反応性による区分 ・図示による（　　　　　　）　　 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

鉄筋相互のあき ※A　　・B 性能 ・図示による（　　　　　　）　　

※評定等の評価内容による 熱抵抗値を0.73㎡･Ｋ/Ｗ以上を有するもの

S-01による

Ｍ

S-56

S-56

S-56

　基礎断熱を施さない外部の見えがかりの部分

　内部の見えがかり部分

・21

・2.3程度

・2.3程度・15

・18 ・15 ・2.3程度

・図示

・図示

・捨コン

　D10～D16

　D19～D25

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事 2024-116

Ａ －０ ２

設計年月

令和７ 年　 　 ３ 月
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その他の鉄筋(　　布基礎　　　 )
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特記仕様書（２）



・一文字葺

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

N.S.管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

瓦緊結用釘及びねじ

種類（　　　　　　）　径（　　　　　　）　長さ（　　　　　　）　

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

・モルタル　　・瓦葺き用しっくい 

・

※図示による　　

風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等

・ステンレス製

・

※ 杉 　 　

寸法

・

※幅21×高さ15(mm)以上

※ 杉 　 　

・のし積み棟

※図示による　　

棟の工法

※図示による　　

・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

棟補強用心材

材質

形状、寸法及び留付け方法

材質

棟補強等に使用する金物等

・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟 

瓦桟木の留付け工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

工法 

※幅40×高さ30(mm)

材質

寸法

瓦桟木

(11.3.2～5)・ 有機系接着剤による

　 タイル張り

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

目地のシーリング材

打継ぎ目地

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地及びその他の目地

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状、寸法等

※目荒し工法（高圧水洗処理）

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※F☆☆☆☆　　

※ポリウレタン系シーリング材

※ポリウレタン系シーリング材

※変成シリコーン系シーリング材

・MCR工法

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

外装タイルの目地詰め

・行う　　・行わない

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

・ 製材 (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

施工箇所 含水率
寸法 間伐材等

保存処理等級
（mm） の適用

・

・

・

(12.2.1)・ 施工一般
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材料のホルムアルデヒド放散量

※2級

・

※2級

・

※2級

・

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

備考欄：参照タイルシリーズ

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

施工箇所
間伐材等

保存処理
の適用

・

・

・

見え掛り面

見え掛り面

以外

寸法

（mm）
含水率等級

※上小節

・

※小節以上

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

※A種 　・B種 　

施工箇所
間伐材等

保存処理
の適用

※10％以下
・

・

・

・A種　 ・B種 　

※10％以下

・A種 　・B種 　

※10％以下

・A種　 ・B種 　

寸法

（mm）
含水率等級

※1等

・

※1等

・

※1等

・

・JAS 1083（製材）以外の製材

施工箇所 防虫処理
間伐材等

材面の品質 含水率
の適用

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

寸法

（mm）

※A種 ・B種　

※A種 ・B種　

※A種 ・B種　

(12.2.1)・ 造作用集成材□Ｇ ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 樹種名
寸法 間伐材等

見付け材面の品質
（mm） の適用

・※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材面品名

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 材種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材

※1等

面の品質

化粧薄板の

厚さ（mm）

化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・2等

※1等

・2等

※1等

・2等

見付け

材面
品名

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 材種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材面の品質

・

・

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 材種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ（mm）

(12.2.1)・ 造作用単板積層材 ・JAS 0701 に基づく造作用単板積層材

施工箇所
間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

品名
寸法

（mm）

・

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

施工箇所
間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

寸法

（mm）

・

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含水率

※14%以下

・

※14%以下

・

※14%以下

・

・JAS 3079 に基づく直交集成板

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・

・

・

樹種名
（mm）

寸法

(12.2.1)・ 合板等

施工箇所
厚さ 間伐材等

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

・

※5.5

・「合板の日本農林規格」による普通合板

・

・

施工箇所 等級
間伐材等強度

の適用

・

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

※2級以上

・1級

・適用

　する

・適用

　しない

・適用

　する

・適用

　しない

（　　）

等級

防虫

処理

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ 間伐材等

の適用

・

・

・

（mm）
防虫処理

・

・

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度

・1類　・2類

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 接着の程度
厚さ

（mm）
単板の樹種名 化粧加工の方法

防虫処理

・適用する

・適用しない

・1類　・2類

防虫処理

・適用する

・適用しない

(12.3.1、2)・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材・ 防腐・防蟻処理

・　　　　　　　（形状：　　　　寸法：　　材質：　　　　）

（標準仕様書表12.2.3～5に示す程度の市販品　表14.2.2のF種程度）

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

・釘頭現し

・つぶし頭釘打ち

(12.2.2)

・釘頭埋め木

※隠し釘打ち

・ 接合具等 造作材の化粧面の釘打ち

(12.2.2、3)

※F☆☆☆☆　　

接着剤のホルムアルデヒドの放散量・ 接着剤

※薬剤の製造所の仕様による

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・合板等の加圧注入処理の適用

・

※JIS K 1571に適合又は同等品

薬剤の種類

・

・

処理の方法適用部材

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

保存処理性能区分適用部材

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

曲げ強さに 耐水性に

よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

（mm）

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

※15

施工箇所
表裏面の状態厚さ

（mm） による区分

曲げ強さに

よる区分

接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

・ 内部間仕切軸組及び ・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.4.1)

　 床組み ※杉又は松　　

・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松　　

・ 窓、出入口その他 ・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.5.1)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

・ 床板張り ・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.6.1)

※ひのき　　

・ 壁及び天井下地 ・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.7.1)

※杉又は松　　

材料

断熱材張り

・行わない

工法 

・ 粘土瓦葺 (13.4.2、3)

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(13.2.2、3)・ 長尺金属板葺

下葺材料

・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

 (・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

雪止め

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(13.2.2)(13.3.2,)(表 13.2.1)

折板のけらば納め

・

※けらば包みによる方法

JISA5208に基づく凍害試験等

・行う　　・行わない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）
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施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 屋根葺形式
厚さ

（mm）
備考

・心木なし瓦棒葺

・立平葺 

・蟻掛葺

・横葺

・アスファルトルーフィング 940　

施工箇所 形式

山高、山ﾋﾟｯﾁ
耐火耐力に 軒先厚さ

（mm）
による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ
よる区分

材料に

よる区分

・重ね形

・はぜ締め形

・かな合形

・

(　　　)種

※鋼板製 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　合金板製 

・有り ・30分

・無し ・無し

・ ・

・行う　（断熱材の種別：　　　　　　厚さ(mm)：　　　　　　防火性能：　　　　　　）

施工箇所 製法に

よる区分

形状に

よる区分

寸法に

よる区分

種類

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

横葺きの場合のけらば納め

・つかみ込み納め　　・けらば包み納め 

・設置しない

耐雪性能に対応した工法の適用 

・適用する　　・適用しない

雪止め

・設置しない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）

桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 

・ 折板葺

面戸板 性能

・5類（AZ150)

　屋根用

　(着色　・有）

塗膜の耐久性の種類、

めっき付着量

・0.4

・0.5

・

折板の材質の種類（※JIS G 3302の屋根用（着色 ・有）　・　　　　　　）

　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5類(AZ150)　・　　　　　　　　　　　）

・

(13.5.2、3)(表 13.5.4)

・配管用鋼管

・ とい といその他の材種

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

適用  □Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

強度等級 種別
接着性能

（使用環境）

単板の

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

樹種名

接着の

程度
板面の品質

□Ｇ

※1類

・2類

単板の

樹種名

板面の

品質

厚さ

□Ｇ

※1類

・特類

※C-D以上

・

※12

・

（mm）

接着の

程度

□Ｇ

単板の樹種名 接着の程度

・1類　・特類

□Ｇ

厚さ

（mm）

□Ｇ

・パーティクルボード

施工箇所

□Ｇ

表裏面の状態に

よる区分

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

施工箇所 寸法（mm）

・MDF□Ｇ

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　耐酸被覆鋼板　　　　）

巾木

額縁

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ｽﾌﾟﾙｰｽ

赤松集成材

赤松集成材

10x60

図示

図示

２面

３面

３面

床 針葉樹

針葉樹

適用部位：（　土台､外周柱下部1mの範囲　　　） 

外周柱下部1m

土台

図示

・SGL同等

・JIS G 3322 の

図示

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

Ａ－０ ３

2024-116
設計年月

令和７ 年　 　 ３ 月

特記仕様書（ ３ ）

木
工
事

※　F☆☆☆☆又は標準仕様書12. 2. 1(1) (ｳ) (b)による

・ KD1等

壁

屋
根
及
び
と
い
工
事

・　木材は米沢市産材使用のこと。



  ・ゆず肌状

野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　

周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示による　　

須  藤   智  也

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

N.S.管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号

とい受金物

材種

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの）

・

鋼管製といの防露巻き

防露材のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

ルーフドレンの種類及び呼び 

形状

※市販品（とい径 100 以下）

取付け間隔

足金物

材種

形状

※市販品　　

取付け間隔

多雪地域

　 アルミニウム合金の

・ アルミニウム及び

　 表面処理

(14.2.1)(表 14.2.1)

陽極酸化皮膜の着色方法

・25×4.5(㎜)以上（とい径 100 を超えるもの）

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの)

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

・適用する　　・適用しない

※標準仕様書表13.5.4による

・

種別 呼び 施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・バルコニー用

・バルコニー中継用

種類 色合い等
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

※二次電解着色

・三次電解着色
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・ろく屋根用横形Ⅰ型

※ねじ込み式

※ねじ込み式※ねじ込み式

・ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

・AB-1種

・AB-2種

・AC-1種

・AC-2種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・ 鉄鋼の亜鉛めっき

・ 軽量鉄骨天井下地

(14.2.2)(表 14.2.2)

野縁等の種類 (14.4.2～4)(表14.4.1)

屋外の形式及び寸法

屋外

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(補強方法　※図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       )

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

・ 溶融亜鉛めっき

種別

・A種

・B種

・C種

・ 電気亜鉛めっき

・D種

・E種

・F種

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

(補強箇所　・図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       )

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　・図示による　　

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ 軽量鉄骨壁下地 (14.5.3、4)(表 14.5.1)スタッド、ランナの種類 

※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

・図示による 

・ 

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※標準仕様書14.5.4.(5)による

※図示による　　

・ 

・ アルミニウム製笠木 　(14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)種類　

色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　） 

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・ 金属成形板張り (14.6.2、3)(表 14.2.1)

取付け用下地

伸縮調整継手

・ モルタル塗り (15.3.2、5)

既製目地材

屋外のタイル張り下地及び屋内の吹抜け部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び

・設けない 

・設けない 

・適用する　　・適用しない 

防水剤（品質・性能、試験方法は別表による）

モルタル

床の目地

　目地割り

　目地の種類

・ ラス系下地  (15.2.4)ラス系下地

・単層下地通気構法

　換気口部の措置 （※公共木造建築工事標準仕様書11.4.3.(2)(ｸ)　　・　　　　　　）

・直張りラスモルタル下地

・直張りラスシートモルタル下地

種別 製法 形状
板幅 板厚

（mm） （mm）

表面処理

種別 色合い等

・アルミ

　ニウム

・押出し

・ロール
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・プレス

・
パネル形

※標準仕様書14.4による

・図示による 

・設ける

・設けない 

（施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）　

・250形　　・300形　　・350形　

種別（　　　　　　）種 
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・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

下地調整塗材塗りの接着力試験

・二層下地通気構法

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

表面処理

ラスの材料

種類及び記号  　　　（　　　　　　）

単位面積当たりの質量（　　　　　　）

・ 仕上塗材仕上げ  (15.6.2)

※F☆☆☆☆　

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 

・薄付け仕上塗材

・

ラスシートの材料 

ラス目による区分（※M　　・　　　　 　）

山高、山ピッチ、質量及び溶接区分による区分

　　　　　　　　（・LS4(建築基準法に基づく耐力壁)　　・　　　　　　）

ステープルの形状及び寸法（　　　　　　）

直張りラスシートモルタル下地で建築基準法に基づく耐力壁のラスシートの施工

　　　　　　　　　　　　（　　　　　　）・ せっこうボード (15.2.5)

種類（・GB-R　　・GB-L　　・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

　 その他のボード下地

種類（・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

木質系セメント板の種類及び厚さ

・ こまい下地 (15.2.6)建築基準法に基づく耐力壁の指定（・あり　　・なし）

・ 木ずり下地 (15.2.7)木ずり用小幅板の種類（※すぎ(心去り材)　　・　　　　　　）

仕上塗材の種類

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・

・

・ マスチック塗材塗り

・A種　　・B種

(15.7.2)種別

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

仕上げ吹付け厚さ

のり

・土壁用ののり

・粉末海藻

(15.11.2～5、7、8)

・砂壁用ののり

・にかわ

色土

・土物仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

・大津仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

色砂の種類

・天然砂と岩石の砕砂

・人工的に着色・製造したもの

・ こまい壁塗り

下塗りの調合

※標準仕様書表15.11.2

塗厚

※標準仕様書表15.11.8による

・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　）

こまい壁の工程

・ ロックウール吹付け (15.12.2、3)

・ しっくい塗り しっくい

・既調合材料

(15.10.2～4)

色しっくい　・適用する　　・適用しない

下地

・せっこうボード　　・せっこうラスボード　　・モルタル塗り　　・木ずり　　 

既調合しっくいの調合

・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　

・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　

※F☆☆☆☆　　　

※F☆☆☆☆

・図示による

・25㎜

・

※つのまた

・ふのり

・ぎんなんそう

・

※ふのり

・つのまた

・こんにゃくのり

・合成高分子系混和剤

・

・

※A種　　・B種

・

・

・現場調合材料

・こまい　　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　

・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

・なで切り仕上　　・パターン仕上げ

・

こまい壁塗りの上塗りとする土物仕上げの工法の種類

・水ごね土物1工法

・のりさし土物工法

・砂壁仕上げ工法

・切返し仕上げ工法

・ 見本の製作等 (16.1.4)建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　

            　　　　　　・行わない

建具見本製作の目的等　　・ 　

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　

　　　          　　　　・行わない 

・ 防火戸 (16.1.3)・建具表による

・土物仕上げ工法

・水ごね土物2工法

・のりごね土物工法
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・

こまい壁塗りの上塗りとする大津仕上げの工法の種類

・普通大津仕上げ工法

・大津みがき仕上げ工法

ちりじゃくり 

・図示による　　

・ 防犯建物部品 (16.1.6)・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

・適用しない

・ アルミニウム製建具 性能値等

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

(16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1、2)
種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 吸放湿性 防火材料

　 ・ 外装薄塗材Si

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　 ・ 可とう 形外装塗材Si

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する 　 ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

  ・ 外装薄塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する  ・

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

　・着色骨材砂壁状
 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・可とう形外装塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する  ・
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

  ・ 防水形外装薄塗材E

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り  ・適用する  ・

　・凹凸状  ・吹付け

　 ・ 外装薄塗材S 　・砂壁状  ・吹付け  ・適用する  ・

  ・ 内装薄塗材C
  ・ 内装薄塗材L

　・凹凸状  ・吹付け

 ・適用する  ・

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

　 ・ 内装薄塗材Si
　 ・ 内装薄塗材E

  ・砂壁状じゅらく

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する  ・
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

　・ 内装薄塗材W

  ・京壁状じゅらく

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する  ・
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

・厚付け仕上塗材

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 吸放湿性 上塗り 防火材料

　 ・ 外装厚塗材C

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　 ・ 外装厚塗材Si

　 ・ 外装厚塗材E

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

  ・ 内装厚塗材C

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

  ・ 内装厚塗材L

　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り  ・適用する  ・適用する  ・

  ・ 内装厚塗材G

　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り  ・適用する  ・適用する  ・

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

　 ・ 内装厚塗材Si

　 ・ 内装厚塗材E

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　 ・ 複層塗材CE
　 ・ 複層塗材RE

　 ・ 複層塗材Si
　 ・ 複層塗材E

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

　・

 外観

　・

 溶媒

　・

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　 ・

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　 ・ 可とう 形複層塗材
　 　 CE

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

　・

 外観

　・

 溶媒

　・

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　 ・

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　 ・ 防水形複層塗材
　 　 CE

　 ・ 防水型複層塗材
　 　RE

　 ・ 防水形複層塗材

　 　 E

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

　・

 外観

　・

 溶媒

　・

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　 ・

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

種類（呼び名） 防火材料

建
具
工
事

耐風圧性の等級（・　　S-5　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

気密性の等級（・　　A-4　　　　）

水密性の等級（・　　W-5　　　　）

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事 2024-116

Ａ －０ ４

設計年月

令和７ 年　 　 ３ 月

特記仕様書（ ４ ）

金
属
工
事

左
官
工
事

・ デラクリ－ト 板



□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

・熱線反射ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

  日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

  耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による

・

・建具表による

・

ガラスの留め材及び溝の大きさ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(16.14.2)(9.7)

建具の種類 ガラス留め材の種別 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 

・グレイジングチャンネル

・

・シーリング材 

アルミニウム製

・

・シーリング材 

・

・グレイジングガスケット

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

・

・

・

・

・

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・ ガラスブロック積み (16.14.5)

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

材質

寸法

形状

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 

・図示による　　

目地部の横力骨の納まり　

※図示による　　

・ 取付け形態、性能等 取付け形態による分類 (17.1.3) 

性能

耐風圧性

1章 適用区分による風圧力（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

性能の確認方法及び判定方法 

※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による　　

力骨　

金属製化粧カバー　

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

※ステンレス鋼(SUS304)　　

※径5.5mm　　

※はしご形状複筋及び単筋　　

・ステンレス製　　・アルミニウム製 　　

※図示による　　

※図示による　　

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・
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・層間方式

・柱・梁方式

・方立方式

・スパンドレル方式

・

水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性 耐温度差性(℃)

・80

・70

・60

・30分

・1時間

支点間距離(h) 耐風圧性能

・たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること
4m以下

・

4mを超える ・

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ メタルカーテン

　 ウォール

(17.2.2、3、5、6)金属系材料の種類

・アルミニウム材

・鋼材

・ステンレス鋼材

シーリング材の種類（目地等）

種類及び寸法等　※図示による　　

ガラスの取付け材料

・シーリング

　種類（・SR-2   　・SR-1）

・構造ガスケット

　形状、寸法等　※図示による

断熱材

種類及び範囲　※図示による

形状及び仕上げ

製品の寸法許容差

※標準仕様書表17.2.1による

・

見え掛かり部の仕上げ

（アルミニウム材の場合）

　規格等　標準仕様書16.2.3による

　種別　・　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）

　着色　・標準色　　・特注色　

（鋼材及びステンレス鋼材の場合）

ガラス溝の寸法、形状等

※カーテンウォールの製造所の仕様

・

・

取付け

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

目地の幅

鉛直方向

※±25mm　　

目地の心の通り

各階の基準墨から各部位までの距離

目地両側の段差

※±10mm　　

水平方向

※±3㎜　　

※0～ 2㎜　　

※0～ 2㎜　　

※±3㎜　　

耐火処理

適用部位、材料等　※図示による

ガラスの取付け材料

ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法 

※ 4辺支持　　

・ PCカーテンウォール 材料

コンクリート

品質

スランプ　    　　 ※12cm　　　

気乾単位容積質量

・普通コンクリートの場合　2.1t/?を超え2.5t/?以下

単位水量の最大値

鉄筋

補強鉄線

径(mm)　　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0

網目寸法　・　　　

耐火処理

断熱材　　　種類（　　　　　　）　

先付けの材料

・表面仕上材

・セラミックタイル

・石材

・建具枠

・ゴンドラ用ガイドレール

種類（・普通コンクリート　　・軽量コンクリート1種　　・　　　　　　）　

シーリング材の種類（目地等）

種類及び寸法等　※図示による　　

設計基準強度(Fc) 　※30N/?　　

※ 185kg/?　　

種類の記号　　※SD295　　

・軽量コンクリートの場合1.8 t/ m3～2.1 t/ m3

・

ガラスの取付け材料

・構造ガスケット　

　形状、寸法等　・図示による

適用部位、材料等　※図示による

種類及び範囲　※図示による

形状及び仕上げ

製品の見え掛り部の寸法許容差

辺長

PCカーテンウォールの仕上げ

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

対角線長の差

版厚

開口部内法寸法

ねじれ、反り

曲がり

面の凸凹

先付け金物の位置

※±3㎜　　

※0～ 5㎜　　

※± 2㎜　　

※±2㎜　　

※0～ 5㎜　　

※0～ 3㎜　　

※0～ 3㎜　　

※0～ 5㎜　　

・

※図示による　　

製作

PC版の配筋 　※図示による

取付け

鉛直方向

水平方向

躯体付け金物の取付位置の寸法許容差

※±10㎜　　

※±25㎜　　

ガラスの取付け方法 

・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水機能の設置

　及びガラスの封着処理の強化を行う 

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

目地の幅

目地両側の段差

各階の基準墨から各部位までの距離

※± 5㎜　　

※0～ 4㎜　　

目地の心の通り

※0～ 3㎜　　

※±5㎜　　

・ 錆止め塗料塗り (18.3.2、3)

・ 素地ごしらえ (18.2.2～7)

・ 塗装 (18.4.1～18.12.2)

高日射反射率塗装    を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

下地面等 種別

木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

※A種　・B種

鉄鋼面（DP以外 ）

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　

※B種　・A種

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※B種　・A種

※B種　・A種　

※A種　・B種

※B種　・A種

下地面 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

SOP A種
見え掛り：A種

塗装 種別 塗料の種類

高日射反

射率塗料

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

・適用する

・適用する

・合成樹脂調合ペイント

　塗り(SOP) 

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 　　 －

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※B種　・A種 　　 －

・耐候性塗料塗り(DP)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　　 －

　　 －

・A種　・B種

・C種

上塗り塗料の

等級(　 )級
・適用する

上塗り塗料の

等級(　 )級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

ﾓﾙﾀﾙ面

  ションペイント塗り

・つや有合成樹脂エマル

  (EP-G)

屋内の鉄鋼面

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

　　 －

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ステイン塗り 

※B種　・A種

※B種　・A種

・ピグメント

・オイルステイ

・木材保護塗料塗り(WP)

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

鉄鋼面（DPのみ） ※B種　・A種　・C種

コンクリート面（DPのみ） ※A種　・B種　

※F☆☆☆☆　　

・ 材料

防火材料

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

・以下の箇所を除き防火材料とする。

(18.1.3)

（箇所：　　　　　　） 
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※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

塗料の種別

見え隠れ：B種

DP C種及びD種

EP-G ※B種　・A種

表18.3.4

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

SOP

DP

EP-G

鋼製建具等：A種

上記以外：B種

B種

C種
鋼製建具等：A種

上記以外：B種

　ン塗り(OS)

　ステイン塗り

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

・適用しない

・適用する

・適用しない

オイルステン塗りの工程等 

・

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 － 　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

・適用する(着色剤：・溶剤形着色剤　　・油性染料着色剤)

※A種　・B種

表18.3.6

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※F☆☆☆☆　　

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤  (19.2.2)

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・図示による　　
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・ ビニル床シート (19.2.2、3)

※熱溶接工法　　

接合部の処理

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

・図示による　　

標準仕様書19.2.3(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法・ 下地の工法  (19.2.3)

材質の種類・ ビニル幅木 (19.2.2)

(19.2.2)・ ビニル床タイル

高さ(mm)

厚さ(mm)

・ ゴム床タイル　 (19.2.2)

色柄（　　　　　　） 

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　×　　　）

種類

・ カーペット敷き ・ 織じゅうたん

帯電性

(19.3.2、3)(表19.3.1)(表19.3.2) 

・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

色柄

パイル糸の種類等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・ 特殊機能床材 (19.2.2)・帯電防止床シート

　種類　　（　　　　　　）

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  性能　　（　　　　　　）

  厚さ(mm)（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

　性能　　（　　　　　　）

　寸法(mm)（　　　×　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　　（　　　　　　）

　形状　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

　寸法(mm)（　　　×　　　）

・適用する　　・適用しない  

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

※1.5以上　　

・単層品　　・積層品　

・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0 

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット 

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

※模様のない無地　

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

・

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・

・全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・適用する

・適用しない

・

※F☆☆☆☆　　

備考

(参考価格)

備考

(参考価格)

種類の記号 色柄 寸法（mm）  厚さ（mm） 備考

・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・500×500

※2.0

・2.5
・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・3.0

・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・

・

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

塗
装
工
事

内
装
工
事

  種類　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 厚さ(mm)（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・B種　※A種

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図

株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

N.S.管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

2024-116

Ａ －０ ５

設計年月

令和７ 年　 　 ３ 月

特記仕様書（ ５ ）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所



３ 部Ａ

（２つ折り製本）

　　　　　　　　　

部 　　　　　１Ａ　　　　　　　　　　陽画複写　

　　　　１Ａ　　　　　　　　　　原図　　　 　

　　　　　　　　　提出物　ＣＡＤデータ一式

 部

 部

※　 施工図　　表１．８．１のうち施工図

　　　　　　　　　ものは、原図にかわるもの）

　　　　　　　　　（製本図書で原図として提出できないも

　　　　　　　　　（３つ折りケース収納）

　　 への届出手続

　 等

を用意すること。

（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）

受注者は完了検査（中間検査を含む）時には、特定行政庁

(1.1.3)

(1.2.1)

(1.3.3)

・適用する　　・適用しない

　有物　　・　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物　　　　　（・廃石綿　　・ＰＣＢ含

　有物　　・　　　　　　　）

・発注者に引渡しを要するもの　（・金属類　　・ＰＣＢ含

　事現場を保全すること。

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工

　項を明らかにする。

　に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事

　認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開

  職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確

　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、

　承諾を受けるものとする。

　計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、

　けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する

１）契約書第２１条の規定により工事の一時中止の通知を受

基本計画書の作成

※次の事項以外は工事補足説明事項による。

　　工事用車両の駐車場　　　　　　　　　　　　　※構内

　　資機材置場　　　　　　　　　　　　　　　　　※構内

　　建設発生土の仮置場（埋戻し及び盛土用）　　　※構内

　事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であ

　　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工

・特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　って、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関

　する法律」（平成１２年５月３１日法第１０４号。以下「

　建設リサイクル法」という。）施行令又は都道府県が条例

　例で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事である

　ため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設

　資材の再資源化等の実施について適切な措置を講ずること

　とする。

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、

　予定した条件により難い場合は、監督職員と協議するもの

　とする。　

　　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完

　了した年月日、再資源化等をした施設の名称及び所在地、

　再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

分別解体等の方法

・

工程 作業内容
手作業 手作業、機械作業併用

分別解体等の方法

・解体

　工事

・造成等の工事

・基礎の工事

・基礎ぐいの工事

・上部構造部分の工事

・外装の工事

・屋根の工事

・建築設備工事

・内装等の工事

・その他（　　　　　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・造成等の工事 ・ ・・修繕

・ 官公署その他

・ 概成工期

・ 電気保安技術

　 者

・ 施工条件

・ 工事の一時

　 中止

・ 発生材の処理

　 等

(1.3.11)

 造園工事作業 造園植栽工事

 加熱ペイントマシンマーカー作業

 溶融ペイントハンドマーカー工事作業 路面表示施工舗装工事

 建築配管作業 配管排水工事

 壁装作業 表装

 ボード仕上工事作業

 カーペット系床仕上作業

 プラスチック系床仕上工事作業 内装仕上施工内装工事

 建築塗装作業 塗装塗装工事

 ガラス工事作業

 ビル用サッシ施工作業

 金属製カーテンウォール工事作業

 ガラス施工

 サッシ施工

 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

 ガラス工事作業

 ビル用サッシ施工作業

 金属製カーテンウォール工事作業

 自動ドア施工

 ガラス施工

 サッシ施工建具工事

 左官作業 左官左官工事

 内外装板金作業 建築板金

 鋼製下地工事作業 内装仕上施工金属工事

 スレート工事作業

 内外装板金作業

 スレート施工

 建築板金屋根及びとい工事

 大工工事作業 建築大工木工事

 タイル張り作業 タイル張り

石工事

タイル工事

 石張り作業 石材施工

防水工事

 ＦＲＰ防水工事作業

 トーチ工法防水工事作業

 改質アスファルトシート

 シーリング防水工事作業

 セメント系シート防水工事作業

 塩化ビニル系シート防水工事作業

 合成ゴム系シート防水工事作業

 アクリルゴム系塗膜防水工事作業

 ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

 アスファルト防水工事作業 防水施工

 エーエルシーパネル工事作業

 コンクリートブロック工事作業

 施工

 ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ

 ブロック建築

事

ﾙ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工

 とび作業

 構造物鉄工作業

 コンクリート圧送工事作業

 型枠工事作業

 鉄筋組立作業

 とび作業

 とび

 鉄工

 圧送施工

 ｺﾝｸﾘｰﾄ

 型枠施工

 鉄筋施工

 とび

技　能　検　定　作　業
職種

技能検定
工　事　種　目

(1.5.2) [1.6.2]

　下表の技能検定の職種及び作業の種別を適用する。・　技能士

(1.5.9)

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キ

シレン、エチルベンゼン、スチレンの室内濃度を測定し、報

告すること。

測定対象室及び測定箇所数

　（採取サンプルは、アルデヒド用１個、ＶＯＣ用１個の計

　２個で１箇所とする。）

階 備考箇 所 数室 　 名

 計（　　　　）

・ 室内空気中の

　 化学物質の濃

　 度測定

・ 完成時の提出

　 図書

(1.7.1～3)

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、当該

建築物の取得する施工図等の著作権に係る当該建築物に限る

使用権は発注者に移譲する。

完成図等

　　除くもの

　　　　　　　　　・既存ＣＡＤデータの修正

　　　　　　　　　（３つ折りケース収納）

　※完成図　　表１．７．１のうち施工図及び施工計画書を

部 

 部　　　　　　　　　原図　　　　Ａ１　　　　　

 部

　　　　　　　　　（２つ折り製本）

１　　　　　　　　　　　　　　陽画複写　 　 Ａ

 部Ａ ３　　　　　

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・仮設工事

・鉄筋工事

・コンクリート工事

・鉄骨工事

・特定建設資材廃棄物の発生材の処理

特定建設資材

廃棄物の種類

・コンクリート

・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る

　建設資材

・木材

・アスファルト

　・コンクリート

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

種類 再資源化

※する　・しない

※する　・しない

※する　・しない

等

等

等

　・国有財産台帳付属図面

　　　図面　　　　案内図、　配置図（外構図）、求積図、

　　　　　　　　　平面図、屋根伏図、仕上表

　　　作成方法　　※ＣＡＤで新規作成する

　　　　　　　　　・既存ＣＡＤデータの修正

　　　　　　　　　・既存完成図の修正（下記のＣＡＤデー

　　　　　　　　　　タの提出は不要）

　　　　　　　　　（作成については監督員の指示による）

保全に関する資料

　・「管理者のための建築物保全の手引き」（建設大臣官房

　　官庁営繕部監修）　　　１ 冊

　・建築物等の利用に ： 「建築物等の利用に関する説明

　　関する説明書　　　　書作成の手引き」に基づき作成

　　　　　　　　　　　　する。

　　　　　　　　　　　　　提出物　Ａ４判ファイル綴込み

　・保全に関する資料 ： 機器取扱い説明書、機器製作図、

　　　　　　　　　　　　機器性能試験成績書、官公署届出

　　　　　　　　　　　　書類、主要材料・機器一覧表等

　　　　　　　　　　　　　提出物　Ａ４判ファイル綴込み

　・機器取扱い説明書 ： 宿舎等で共用部分を除く部分に設

　　　　　　　　　　　  置した機器の取扱い説明書をまと

　　　　　　　　　　　　書類、主要材料・機器一覧表等

　　　　　　　　　　　　　提出物　Ａ４判ファイル綴込み

　　　提出物　　　　　Ａ４　　　１ 部　（ファイルとじ）

部　　　　　　　　　　　　 　

　※施工計画書　　表１．７．１のうち施工計画書

（及び工事写真）とする。

・ 電子納品

る施工（または材料）とする。

　受注者がＶＥ提案を行う対象は、○○工のうち○○に関す

・本工事は契約後ＶＥ方式対象工事とする。

※図示　　・現状平均地盤

・ 設計ＧＬ

　　　　　　工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

施工図　　　設備機器の位置、取り合いなどを検討できる施

　 取合い

　電子データは、ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ形式最高

が承諾する撮影業者とする。

　撮影業者は建築完成写真の撮影実績がある者で、監督職員

 ・３００ｄｐｉ以上

 ※２００万画素以上 ※２・電子データ

 ※５　外部（１）

　キャビネ判）

・広報用　（カラー、

　・２４×３６以上

 ※２

　内部（　）

　外部（　）

　５３０×４２０）

　（木製枠パネル

・全紙パネル

　　以上

　※１００×１２５ ※２　・４

　２９５×３０５）

　（表紙、台紙共　

　張りに金文字入れ）

　ー・キャビネ判）

・アルバム（カラー

原板の大きさ（mm）提出部数撮影箇所数分類・規格

　次のものを監督職員に提出する。

・ 契約後ＶＥ

・適用しない

・ 余裕期間制度 ・適用する

実工 期 ：●●●日間

：令和○年○月○日

本工事は電子納品対象工事とし、対象書類は工事完成図※

　（ビニルレザー

追
記
事
項（

１
章
 一
般
共
通
事
項）

工期の始期日期限

　　　提出物　　　ＣＡＤデータ一式　　　　　 ２

０

２

２

０

２

　　　提出物　　　原図　　　　Ａ３　　　　　１ 部　

　　　　　　　　　ＣＡＤデータ一式　　　　　２ 部

　　　　　　　　　　　　　２ 部（関連工事と合本する。）

　　　　　　　　　　　　　２ 部

２

　内部（ 20 ）

　外部（ 10 ）

　外部（ 10 ）

　内部（ 20 ）

画質とし、ＣＤ－ＲもしくはUSBメモリにて提出とする。

(2.3.1) 　 所

　（規模及び仕上げの程度、並びに設置する備品等の種類及

　び数量は工事補足説明事項による。）

・ 工事用水及び

　 電力 工事用水  　構内既存の施設　・利用できる（※有償・無償）

　　　　　　　　　　　　　　※利用できない

工事用電力  構内既存の施設　・利用できる（※有償・無償）

　　　　　　　　　　　　　　※利用できない

設ける

設けない

・

※

追
記
事
項（

２
章
 
仮
設
工
事）

・ 設備工事との

・ 監督職員事務

a.総合図

b.製作図

c.模型、型板、見本等

・ 施工図等

２）請負者は、製作図・詳細図の要求承認時期(b項)に影響が出ないよう、余裕を持って総合図を

１）総合図は、建築・構造・設備・その他下請負者、および別途発注工事請負者の情報を全て

　盛り込み、それらの接点の細部調整を　行うためのものとする。

　作成すること。範囲は平面詳細図・立面詳細図・断面詳細図・天井伏図に加えて、監督員の

　指示する箇所の詳細図とする。

３）各種工事施工者は、協力して各工事の機器類等を元図に記載し、相互調整を行う。

　請負者は、本製作・施工に先立ち、総合図を元にした製作図・詳細図および監督員の指示

　により割付図等を作成し、本製作・施工の７日前までに監督員の承認を受けること。

　工事を完成させるために必要な模型・型板・見本等は、監督員の指示により製作し、

　本製作・施工の７日前までに監督員の承認を受けること。

追
記
事
項（

３
章
 土
工
事）

・ 建設発生土の処理 (3.2.5) 

・ 現場において再利用をするもの（ 既存瓦　　　　　　　 ）

施工範囲　　A-11図による

工事期限より　　　　日前

再資源化等をする施設の名称（住所）

・ガラスくず等 ・する　・しない

処理施設の名称（住所）

　　　作成方法　　・ＣＡＤで新規作成する

※使用する際は、別途協議すること。

そ
の
他

・ 構内指定の場所に敷均し

・ 構内指定の場所にたい積（埋戻し用）

・ 構外指定の場所に搬出

（提出調書等を監督職員に提出する。）

受入場所　：

搬出距離　：

受入条件　：

・ 自由処分

参考受入場所：

参考搬出距離： （DID地区　　・有　　・無）

（DID地区　　・有　　・無）

・ 週休二日

・ 情報共有ｼｽﾃﾑ

確保工事

活用対象工事

本工事は、週休二日確保工事とする。

実施にあたっては「米沢市週休２日確保工事実施要領」に基づき行う。

本工事は、情報共有システム活用対象工事とする。

活用にあたっては「米沢市情報共有システム活用の施行要領（営繕工事編）」に基づき行う。

・ 米沢市ｳｨｰｸﾘｰｽﾀﾝｽ
推進工事

本工事は、米沢市ウィークリースタンス推進（ワンデーレスポンス実施対象）工事とする。

実施にあたっては「米沢市ウィークリースタンス推進（ワンデーレスポンス実施対象）工事

実施要領」に基づき行う。

・ コブリス登録 コブリス登録を適切に行うこと。

０

白井建設工業（株）　米沢市広幡町成島1831-1

4.8㎞

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図

株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

N.S.管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事 2024-116
設計年月

令和７ 年　 　 ３ 月

Ａ－０ ６特記仕様書（ ６ ）

(有)田沢砂利工業 （米沢市大字口田沢字他屋原五2444-1）

(有)田沢砂利工業 （米沢市大字口田沢字他屋原五2444-1）

(有)丸光建設工業 （米沢市大字関杉の下459-9）

ジークライト（米沢市大字板谷字四廊右エ門沢773-1）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所



木質構造特記仕様書（１）

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号一級建築士事務所

管理建築士・一級建築士登録第４５７３０号 武　田　　弘

山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号
小池　拓矢

１級建築士登録第374606号

（２）ボルト、ナット、座金 （４）接合金物 （４）ボルト接合

ボルト・ナットは　JIS B 1180、JIS B 1181　の規格による。 ・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものであることを確認する。
接合金物 確認項目 確認の方法

・ボルトの締め付けは2回以上に分けて行い、1群のボルトの締め付けは一様となるように行う。■Ｚマーク金物 ・鋼材種別、形状、仕上げ、製造所 ミルシートの写し種　類 材　質 径(㎜) 防錆処理、使用箇所など

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付けを完了する。□Ｃマーク金物 ・鋼材種別、形状、仕上げ、製造所 表示の確認・電気亜鉛めっき■呼び径六角ボルト SS400 M3～M36１．一般事項
・鋼材種別、形状、仕上げ、製造所 Ｚ(Ｃ)マーク同等認定書 ・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。□有効径六角ボルト SS400

■その他金物 ・鋼材種別、形状、仕上げ、製造所 性能認定書、性能評価書□全ネジボルト SS400（１）適用範囲 ・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの
■鋼材 ・鋼材種別、形状、仕上げ、溶接■アンカーボルト SS400 M12～M24

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。 　については再度締め直しを行う。
□ステンレスボルト SUS304 M8

（２）設計図書 ・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能評価品等を用いる （５）ラグスクリュー接合
・電気亜鉛めっき■角座金 SPCC JIS G 3131 M3～M36

設計図書とは本仕様書、設計図、見積要領書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。 場合には、その主旨を監督職員に申し出、承諾を得る。 ・構造耐力上主要な部分において、ラグスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。
■丸座金

（３）標準仕様書 ・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

設計図書に記載なきものは「住宅金融支援機構監修・木造住宅工事仕様書」及び「国土交通大臣 ・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。　　（単位：㎜） ・締め付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径等が施工箇所に適しているものであることを確認する。
４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

官房官庁営繕部監修・木造建築工事標準仕様書」に準ずる。 ・ネジ部の先孔の径：比重 0.5以上の樹種：ネジ径の60～75％
　（長さはネジ部の長さと同寸以上とする。）8 10 12 16 20 24　　ボルト径座金の大きさ　　　　　上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。 （１）木材の防腐・防蟻処理 　　　　　　　　　　　　　その他の樹種：ネジ径の40～70％

引張を受けるボルト 厚さ 4.5 4.5 6 9 9 13
（４）設計図書の優先順位 ・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする） ・ラグスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではならない。

角座金の一辺 40 50 60 80 105 125
設計図書の優先順位は下記による。 ・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる） ・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油などを用いてもよい。丸座金の直径 45 60 70 90 120 140

１．現場説明書及び質疑回答書 　　　　　ＪＡＳ保存処理材　　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２　　Ｋ１ ・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。せん断を受けるボルト 厚さ 3.2 3.2 3.2 4.5 6 6

角座金の一辺 25 30 35 50 60 70２．設計図 　　　　　ＡＱ認証保存処理材　：　　１種　　 ２種　　３種 ・一度ねじ込んだラグスクリューを抜き直し、再びねじ込むことは避ける。

丸座金の直径 30 35 38 48 58 68３．本仕様書 ・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する） （６）ドリフトピン接合

４．標準仕様書 　　　・塗布　　　・吹付　　　・浸漬　　　　　(処理量：300ml/m2、処理回数：2回) ・ドリフトピンは孔に密着させる。

（５）疑義 （３）ドリフトピン、ラグスクリュー、ジベル（スプリットリング、シアプレート）、木栓 使用薬剤は日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。 ・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監督職員に申し出、その処理方法について協議する。 　再度締め直しを行う。使用部位 現場処理剤工場処理剤高耐久材材　質種　類 (㎜) 防錆処理、使用箇所など長さ (㎜)径
（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出 （７）ジベル接合土台 ■ □ （　　　　　） □　塗布Ｋ３・SS400 ・電気亜鉛めっき

外周柱下部1ｍ Ｋ３□　ひのき ■ □ （　　　　　） □ （　　　　　）工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。 ・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点がないよう注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に際して□ラグスクリュー ・SWRCH10R （JIS G 3507） ・電気亜鉛めっき

Ｋ３その他 □ （　　　　　） □ □ （　　　　　） □ （　　　　　）（コーチボルト）（７）施工図及びプレカット図の提出 　割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

□スプリットリング ・SS400
工事に先立ち各種の施工図を作成し監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック （２）土壌処理 ・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直し

□シアープレート ・電気亜鉛めっき
アップの作成を行う。プレカット製品を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。 □防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　を行う。

・堅木

（８）製作工場の選定、承諾 　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、またはこれと同等以上の効力を有するものとする。 ・特殊ジベルは使用箇所、使用方法を確認する。
（JIS G 3507-2） ・電気亜鉛めっき・SWCH22A

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を □防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　） （８）接合金物による接合

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監督職員の承諾を受ける。 ・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無いものとする。 □土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　） ・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれの仕様に基づき、

（９）各種試験・検査報告書の提出 注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標準とする。 　接合両材の間が密着するように締め付ける。

工場生産者、施工者は、その工種工事毎に自主検査を行い、記録を作成、保管する。 （４）接合金物、鋼材 （３）耐候処理（塗装） ・3.3節に示す大断面材用の接合金物に関しては、それぞれの仕様に基づく。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。 　□造膜型　　　　□含浸型　　　・部位（　　　　） （９）接着接合
種　類 材　質 短期許容接合耐力 メーカー、品名等 防錆処理、使用箇所など

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。■Ｚマーク金物

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によって接合部に要□Ｃマーク金物 ５．木材の加工２．材料の品質
　求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

■その他金物2.1　木質材料 （１）刻み時の注意 （１０）その他の方法による接合

（１）構造用製材、枠組壁工法構造用製材 製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。 ・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承認を得る。

本項の内容は特記無き限り、構造用製材及び枠組壁工法構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。 （２）加工寸法の精度

（５）接着剤（接着接合） 図面表示は仕上がり寸法である。 
部　位 品　名 樹種名 区分・等級 含水率 その他 ７．運搬・建方

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。 下記を除き、2．1に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法許容差に準ずる。ただし、
土台 構造用製材 D20

上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。 （１）輸送計画

　　　　　材種：□（　　　　　　　　　　　　　　）　□（　　　　　　　　　　　　　　）　 製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分な検討を行う。
柱・梁 構造用製材 D20 ３．材料品質の検査方法

構造用製材、枠組壁工法構造用製材、化粧梁構造用集成柱の材長 また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、速やかに監理 　　　　■　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下 　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
構造用製材 D20

者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取り検査を 　　　　□　調整しろをとったボルト接合工法の場合　　：±3.0ｍｍ以下　　　 （２）集積・保管
垂木 構造用製材 D20

実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を満たさない 構造用集成材、構造用単板積層材の材長 集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や降雨に対す
間柱など

材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。 　　　　材長：　■　±3.0ｍｍ以下　　　□（　　　　　　　　　　） る保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが発生するため避ける。

■無等級材及び記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、 せん断用ボルトの木材の穴径　：ｄ＋1.0ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ＋1.0ｍｍ（ｄ≧M20）（ｄはボルト径） 　　□　集積場の確認　 　 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。 （１）構造用製材および枠組壁工法構造用製材 ドリフトピンの木材の穴径　　：ｄ±0ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ±0ｍｍ（ｄ≧M20）（ｄはドリフトピン径） （３）建方計画
（数値は％を示す）

□主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。 鋼板挿入型接合のスリット幅　：ｔ＋1.0ｍｍ（ｔは鋼板板厚） 　　■　建方計画書の提出　含水率測定 ヤング係数測定
確認する 材種 外観 寸法

□乾燥の際背割りを行う。但し仕口部・見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。 ボルト・ドリフトピンの接合金物側の穴径：ｄ＋1.0ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ＋1.0ｍｍ（ｄ≧M20）（ｄはボルト径） アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、養生、安全対部　材 確認者 表示 全乾重 含水率 表示 静的 　動的
仕　様 等級 検査 検査

量法 計 試験 　試験□含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。 （３）表面仕上げ 策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

無等級材 社内 材種：100 　100 　100 　100 　100＊１ ＊１
■強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口や接合部に欠点 □製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材： （４）施工時の安全性

監督職員
　が当たらないように加工する （４）塗装 建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは柱に大きな引張

目視等級 社内 　100 　100 　100 　100 　100

■材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。  素地調整：汚れ付着物を除去する 力を与えるなどの場合は監督職員の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に対しては、必要に応じて仮設補区分材 監督職員 〇 〇 〇 〇 〇

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)  下地塗り：保護塗料 工場１回塗り　　　仕上げ塗り：意匠図による 強等の処置を施す。機械等級 社内 　100 　100 　100 　100　100

区分材 監督職員本項の内容は特記無き限り構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準拠する。 （５）面取り（意匠図による（特記外は糸面とする）） 　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

社内
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 　□柱：（　　　）　mm　　　　　□梁：（　　　）　mm （５）アンカーボルトの施工

部　位 品　名 樹種名 強度等級 材面の品質 使用環境 監督職員放　散　量
・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・監督職員欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　 ・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。
６．接合

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。 ・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は公的試験場 （１）仕口、継手の原則 ・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

　にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は全国木材組合連合会の認 ・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来構 （６）建方精度

■使用環境Ｂの集成材の接着剤にはイソシアネート系樹脂(乳白色)を用いることを原則とする。
　定品を用いて測定することを原則とする。 　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、８．軸組構法接合部の標準仕様による。 建方の精度基準は下記による。　

■外部に露出する部分や湿気の多い部分に使用する集成材は使用環境Ａとする。
・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用する同一部材 ・採用する方法は監督職員の承認を得る。 ・建物の倒れ　　　　　　　　　　　：　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB) 　の中から抽出し、木材の試験方法（　JIS Z 2101　）に準ずる。 ・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽子板ボルトや ・梁の水平度（節点間のレベル差）　：　　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm　　

本項の内容は特記無き限り合板及び構造用パネルの日本農林規格に準拠する。 ・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。 　木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。 ・建物のわん曲　　　　　　　　　　：　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネルなど ・下記接合部の項目について2.2接合具に記載された仕様での施工を確認する。 ・柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置
曲げ性能基準 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

部　位 品　名 強度等級 板面の品質 接着の程度 寸　法 ・接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、耐力を低減する、接合具の本数を増加する 　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　±3mm以下　１級 放　散　量 材　料 確認項目 確認の方法

　など監督職員と協議して承認を得る。 　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　±3mm以下構造用 部位、断面、長さ、数量、 製造工場の認定書等の

集成材 樹種、品名、強度等級、材面の品質、使用環境、ホルムアルデヒド放散量 写しの確認 （２）釘接合 　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　－5mm≦△H≦+5mm

構造用 部材、断面、長さ、数量、樹種、 日本農林規格（ＪＡＳ） ・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。 建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監督職員に報告し対応策を協議する。
ＬＶＬ 区分、曲げ性能、水平せん断性能、使用環境、ホルムアルデヒド放散量 表示の確認

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。 （７）施工状況の検査
構造用 寸法、数量、強度等級、 立会い目視検査

2.2　接合具 ・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。 ・アンカーボルト施工時の立会い検査
合板 曲げ性能基準、板面の品質、接着の程度、ホルムアルデヒド放散量

ここに示す接合具などは、木質構造の接合部に適用する。 ・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。 　　■　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　■　アンカーボルト径、間隔構造用 寸法、数量、

パネル 部位、曲げ性能、ホルムアルデヒド放散量接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。 ・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機 　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準めっき処理 ・必要性能を満たさない材料は用いない。 　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。 ・地組み時の立会い検査

は下記とする。 （３）接合具 ・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。 　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)、　　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn5/CM2 ・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。 　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
接合具の種類 確認項目 確認の方法

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ ・木口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。 ・建方時の立会い検査■くぎ ・鋼材種別、胴・頭径部、長さ、仕上げ ・ミルシートの写し

（３）木ネジ接合 　　□　目視による精度確認　　■　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査□木ネジ、特殊釘 ・鋼材種別、径、長さ、仕上げ ・表示の確認
種　類 材　質 適用径(㎜) 使用箇所 頭部／胴部形状

■ボルト・ナット ・鋼材種別、径、長さ、仕上げ ・木栓曲げ試験 ・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。 　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
■Ｎ釘 ・鉄 N38～N100 耐力壁、床板、屋根 皿頭網目付き

■座金 ・鋼材種別、径、仕上げ
・木口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。 ・建方後の施工状況の検査■ＣＮ釘 ・ｽﾃﾝﾚｽ CN40～CN100 ／ｽﾑｰｽ

・鋼材種別、径、長さ、仕上げ
□ＢＮ釘 ・木ネジの先孔の径：針葉樹　　・主材　0.6d、・側材　0.8d 　　■　防腐・防蟻処理　　　　■　材料の加工寸法検査　　　　■　接合具の施工状況

□ラグスクリュー ・鋼材種別、径、長さ、仕上げ
□ＺＮ釘 　　　　　　　　　　広葉樹　　・主材　0.8d、・側材　1.0d 　　■　接合金物の施工状況　　□スプリットリング ・鋼材種別、径、形状、仕上げ
□ＳＮ釘

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。） 　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□シアープレート ・鋼材種別、径、形状、仕上げ
□ＧＮＦ釘

■木栓、車知 ・材種、曲げ強度、比重 ・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。 ・最終確認
・軟鋼線材木ネジ

■アンカーボルト・座金 ・座金・鋼材種別、径、長さ、仕上げ ・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油などを用いてもよい。 　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面のはがれ等に注意を払い、・ｽﾃﾝﾚｽ特殊ネジ

・真鍮コースレッド ・設計図書に明記された接合具であることを確認する。同等性能の接合具を用いる場合には、監督職員の承諾を得ること。 不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかに監督職員に報告し対応策を協議する。

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　木質構造特記仕様書（１）

（dはネジ径）

杉

方杖・受材 杉

杉

壁 構造用合板 2級 C-D 特類 F☆☆☆☆12mm

□ドリフトピン

□構造用ビス

□ドリフトピン

□引寄せ金物

□　ひのき、ひば

設計年月

令和７ 年　 ３ 月

2024-116上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

Ａ－０ ７

上小材

上小材

上小材

上小材･KD1等

□引寄せ金物

□鋼材

■木栓

桧



落とし蟻

寄せ
ほぞ差し

寄せ
ほぞ差し

ほぞ差し

襟輪小根

扇ほぞ差し

短ホゾおよび平ホゾ穴

長ほぞ差し

山形プレート止め

短ほぞ差し

＋

山形プレート

横架材

込み栓止め

横架材

柱

による継手・仕口

プレカット機械
渡りアゴ掛け

渡りアゴ掛け

片持ち梁

（クレテック金物）

梁受け金物の例

大入れ蟻掛け

柱

男木

女木

羽子板ボルト

男木

度
程3

2
h

女木

あご

仕口直下に柱がある場合アゴ掛けの場合

蟻掛け 寄り蟻大入れ掛け蟻大入れ掛け

プレカット機械による継手・仕口

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認する。

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用する。

２．せん断力が母材全断面の30%を超える仕口：梁受け金物

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡りアゴ掛け

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

　必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

（４）柱と横架材の仕口

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

２．土台の出隅入隅部

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

プレカット機械による継手・仕口

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有する

　Ｚマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

　（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻あるいは土台を寄せほぞ差しとする。）

追掛け大栓継ぎ 金輪継ぎ

鋼板挿入尻挟み継ぎ

ドリフトピン

・土台の場合は、継手から男木側100㎜付近にアンカーボルトを設ける。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

各接合部共通：プレカット製品を使用する場合はその形状および許容耐力に及ぼす影響を確認する。

（１）横架材同士の継手

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

腰掛け蟻継ぎ腰掛け鎌継ぎ

男木

女木
女木 男木

アンカーボルト

柱短冊金物

腰掛け鎌継ぎ

継手位置

男木 男木

女木

女木

腰掛け蟻継ぎ

台持ち継ぎ

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

・伝達できる曲げモーメントや引張力は母材全断面の20%以下と考えること。

　　　　　　　　：追掛け大栓継ぎ、金輪継ぎ、尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

材幅の
3～

3.5
倍

・階の中間部における柱の継手は原則として禁止する。

（２）柱の継手

１．せん断力が母材全断面の30%以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

（３）横架材どうしの仕口

　

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を確認する。

　そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとしてもよいが、

プレカット機械による継手・仕口

８．軸組構法接合部の標準仕様

木質構造特記仕様書（２）

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号一級建築士事務所

管理建築士・一級建築士登録第４５７３０号 武　田　　弘

山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号

　木質構造特記仕様書（２） ３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

短冊金物

小胴付きほぞ差し

かね折り金物ほぞ差し

傾ぎ大入れ

プレカット機械による継手・仕口

胴差し 横差し 襟輪差し

（５）筋かい端部

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

（同等認定品）

筋かいプレート

火打ち、方杖

ボルト（M12標準）

傾ぎ大入れほぞ差し

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

・角材を用いる場合の端部は、傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

（６）火打ち、方杖

（７）小屋束の上下端部

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、

　かすがい２本又はひら金物又は山形プレート止めとする。

中間火打ち
桁火打ち土台火打ち

プレカット機械による継手・仕口

・落とし込み根太：横架材に大入れ または根太掛け＋斜め釘

・半欠き根太：横架材に大入れアゴ掛け＋斜め釘

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

　　　　　　　根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

（８）根太、捶木と横架材

根太彫り根太彫り
垂木

転び止め

軒桁

ひねり金物

半欠き根太

・捶木：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

たる き みち

プレカット機械による継手・仕口

ひら金物

もや

小屋束

小屋梁

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘

・上部ホゾ差し、下部突き付け＋斜め釘

（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

（９）間柱と横架材

（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

E
2

E
2

P
2

P2

P2

E1E1P1P1E1

E1

E2

E2

E2

P2E2P1P1E1P2

繊
維
方
向

繊
維
直
交
方

向

E1

P1

E2

P2

7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

7d

t/d≦6　　1.5d

t/d＞6　 1.5dかつP2/2

3d
4d

特記による。特記のない

場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）

1.5d（荷重非負担側）

　2≦t/d＜6   3d～5d

　t/d＞6   　 5d

　t/d=2　 　　3d

7d

繊維直交方向繊維方向

加力方向

E1

P1E1

P
2

P1 E
2

E
2

P2 E2

E2

P
2

E1
P1

E
2

E
2

e2E1P1E1P2

繊　維

方　向

繊維直交

方　向

繊
維
方

向
繊

維
直
交
方

向

E1

P1

E2

P2 5d 8d

8d5d

12d 10d

10d15d

加力方向

（d：ボルト径、t：主材厚）

（d：釘径）

小池　拓矢

１級建築士登録第374606号

設計年月

令和７ 年　 ３ 月

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事 2024-116

Ａ －０ ８



既存建物①

既存建物③

既存建物②

1,600

薬医門（正門）1,
25
0

水路

延床面積　31.80㎡

Ｎ

配置図　S=1:300(A1版）

水
路

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

１級建築士登録第374606号

小池　拓矢

1:300（A1版）

1:600（A3版）

2024-116

付近見取図　S=1:2500(A1版）

隣
地

境
界

線

：既存建物 を示す。

計画敷地

上杉神社

上杉城史苑

伝国の杜

九里学園
高等学校

道
路

境
界

線

（残置）
棟門

座の文化伝承館

敷地面積　1,697.682㎡

建築面積　　356.320㎡

延床面積　　385.450㎡

冠木門
（解体）

既存石畳残置
冠木門基礎解体部はｺﾝｸﾘｰﾄ埋め(6か所)

立上りコンクリートを示す。

看板有(W×H 2200×900)看板下端GL＝+600

（取り外し・再取付）

（残置）

既存建物A

延床面積　254.12㎡

既存建物C

道路境界線 水路

自立式電灯看板(W×H 750×1,200)

（配線取り外し・再取付）

設計年月

40
0

3
,
6
4
0

既存樹木を示す。350φ既存建物B

延床面積　99.53㎡

既存建物④
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1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910

1
9,

1
0
0

9,5505,73034,3801,600 3,64028,6503,8201,570

60
0

（解体長さ：5.22m)

※化粧シート及び単管パイプは解体ののち場内集積保管とする。

Ｃ既存塀解体範囲（ 塀長さ ： 29. 9m) Ｄ 塀基礎コンクリート +単管＋化粧シート 解体範囲（ 長さ ： 40. 11m)

1,
73
0

令和７ 年　 　 ３ 月

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

Ｂ既存塀屋根･腕木漆喰壁解体範囲

※柱・ 壁羽目板は残置保存
Ｅ既存塀解体範囲（ 塀長さ ： 32. 15m)
水路面基礎残置･控え基礎撤去

Ａ -０ ９

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ解体

既存建物⑤既存建物⑥

既存建物⑦

既存建物⑧

既存建物⑨

米沢市丸の内一丁目35-11 他

現況図・既存解体図

受変電設備 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ解体（カッターとも）



：既存建物 を示す。

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

受変電設備

敷地面積

敷地面積 46.14ｍ2敷地面積 16.77ｍ2

62
5

（残置） 薬医門（正門）
既存建物④

（取り外し・再取付）

（残置）

水
路

座の文化伝承館

敷地面積　1,697.682㎡

建築面積　　356.320㎡

延床面積　　385.450㎡

棟門

既存建物A

延床面積　254.12㎡

隣
地

境
界

線

既存建物③

既存建物②

既存建物C

延床面積　31.80㎡

延床面積　99.53㎡

既存建物B 既存樹木を示す。350φ

Ａ既存塀補強範囲(補強塀長さ3.64m)

看板有( W×H 2200×900) 看板下端GL＝+600

既存建物①

水

水

水

水

水路

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

自立式電灯看板(W×H 750×1,200)

（配線取り外し・再取付）

道路境界線

隣
地
境

界
線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

砂利敷B種t=60

砂利敷B種t=60

既存建物⑥ 既存建物⑤

既存建物⑦

既存建物⑧

既存建物⑨

Ｃ  塀新設範囲（ 塀長さ 30. 30m) Ｄ 塀新設範囲（ 塀長さ 40. 735m)

米沢市道

接道幅 6,3599,
0
0
0

・境界線については、施工前に現地で発注者の立会いのもと確認を行うこと。

BM（GL±0）

既存石畳残置

・BMについては、施工前に現地で発注者の立会いのもと確認を行うこと。

・既存塀の解体等に際して、近接する既存の設備配管等へ影響が出ないように対応すること。

水路

（取り外し・再取付）

消火器・バリカー

隣
地

境
界

線

Ｂ既存塀改修範囲(改修塀長さ5.55m)

Ｅ塀新設範囲（塀長さ23.28m)
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上杉神社

上杉城史苑

伝国の杜

九里学園
高等学校

計画敷地

申請対象範囲

米沢市丸の内一丁目35-11 他
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１級建築士登録第374606号

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図

株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

小池　拓矢

1:300（A1版）

1:600（A3版）

2024-116

新設塀配置図・付近見取図

設計年月

令和７年　　３月

Ａ -１ ０

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所

付近見取図　S=1:2500(A1版）

配置図　S=1:300(A1版）



：既存建物 を示す。

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

敷地面積 456.52ｍ2

薬医門（正門）

既存建物④ （残置）

水
路

水路

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

隣
地

境
界

線

既存建物⑨

米沢市道

接道幅 6,3599
,
00

0

BM（GL±0）

隣
地

境
界

線

隣地境界線

既存石畳残置

砂利敷B種t=60

Ｄ塀新設範囲（塀長さ40.735m)

自立式電灯看板(W×H 750×1,200)

（配線取り外し・再取付）

Ｅ塀新設範囲（塀長さ23.28m)

看板有(W×H 2200×900)看板下端GL＝ +600

（取り外し・再取付）
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１級建築士登録第374606号

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図

株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

小池　拓矢

2024-116
設計年月

令和７年　　３月

1:150（A1版）

1:300（A3版）
配置図（申請敷地） Ａ-１１

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所

配置図　S=1:150(A1版）



1,000

砂利敷B種t=60

タイルカッタ－入れ

桟瓦

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
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既存瓦小端立埋込D13@200

ﾃﾞﾗｸﾘｰﾄﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地漆喰塗（外部用）
縦胴縁 45ｘ 45　@303
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銅板t=0.3mm葺き
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KD

ボルトφ13

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12

座彫・埋木

D13@200

D10@200(縦横共）

化粧ﾀﾙ木36ｘ 60@303

105ｘ 120　 KD
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上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事
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砂利敷B種t=60
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塀平面詳細図　 Ｓ １ ： ５ ０

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

3,820

既存瓦小端立埋込

1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,910 1,9101, 910×8

1
,
0
2
5

28, 650

7
7
5

6
2
5

：アンカーボルト設置位置を示す。

※アンカーボルトは土台の木割り・継手を考慮しながら、適切に配置すること。

：立上り壁小叩き仕上げ面目地位置を示す。
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Ａ-１３新設・改修塀平面詳細図（１）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事
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：アンカーボルト設置位置を示す。

※アンカーボルトは土台の木割り・継手を考慮しながら、適切に配置すること。

：立上り壁小叩き仕上げ面目地位置を示す。
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Ａ-１４新設・改修塀平面詳細図（２）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事
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図示
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解体範囲（冠木門）

解体範囲（塀）

解体範囲（冠木門基礎）

コンクリート舗装

設計年月

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事

※塀の解体延長長さ及び位置はA-09 既存塀配置図　を参照

Ａ-１５既存塀及び冠木門関連図
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サウンディング柱状図

サウンディング調査位置図　1：1000
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既存建物B

延床面積　99.53㎡
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59
0

既存建物②

棟門

延床面積　　385.450㎡

建築面積　　356.320㎡

敷地面積　1,697.682㎡

座の文化伝承館

水路

水
路

（残置）既存建物④

薬医門（正門）（残置）

入館者入口
入館者入口

工事･入館者駐車場入口

: Ａ型バリケード設置位置を示す。

Ａ型バリケード　51mＡ 型バリ ケード 　 20m Ａ 型バリ ケード 　 68m Ａ 型バリ ケード 　 85m

:  水路部分敷き鉄板( t22×1524×6096) 位置を示す。

※仮設電気・仮設給水の使用に際しては、施設管理者と協議の上決めること。　　（受注者負担）

※工事において使用できるエリアについては、施設管理者と協議の上決めること。

※市道内に設置する仮設物については、道路法３２条の許可後とすること。　　　（申請者は発注者）

※隣接する飲食店は営業しているので、第三者災害が起きない様十分に注意すること。

１級建築士登録第374606号

工事名称 管理番号検図 その他の設計者 作図検図

株　式　会　社　

ＴＥＬ０２３（６２３）１７７８㈹山形市相生町７－５５
図面名称 縮尺 図面番号山 形 県 知 事 登 録 　 第 １ ９ ０ 号一級建築士事務所

管理建築士・一級建築士登録第３５１５７０号 須 藤   智  也

小池　拓矢
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設計年月
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仮設計画図

上杉記念館既存塀解体及び新設塀整備工事
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所

仮設計画図　 S=1: 200


